
そ
の
よ
う
な
場
の
設
定
を

　

　

検　

討　

し　

て　

い　

く

開

か

れ

た

学

校

づ

く

り

　
　

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
考
え
は

村
井　

浩
議
員　

本
市
の
市
立
、

私
立
保
育
園
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
も
つ
乳
幼
児
の
処
遇
向
上
の
た

め
、
公
立
、
私
立
の
各
保
育
所
が

適
切
な
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
行
政
的
に
十
分
で

な
い
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
私
立
保
育
園
に
対
す

る
市
単
独
加
算
の
振
興
費
補
助
の

増
額
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

市
長　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
物

質
を
含
む
食
品
に
起
因
す
る
健
康

被
害
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
給
食
対
応
に
は
慎
重
な
配
慮

を
求
め
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

幾
つ
か
の
私
立
保
育
園
で
は
、

症
状
に
応
じ
た
個
別
の
取
組
も
行

っ
て
お
り
、
更
に
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

私
立
保
育
園
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

財
政
的
な
支
援
を
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

横
浜
寿
町
地
区
の
隣
接

地
に
場
外
舟
券
発
売
場
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
問
題
点
を
衝
く

奈
良
e　

久
和
議
員　

平
成
16
年

は
、
災
害
が
相
次
ぎ
発
生
し
た
が
、

被
災
地
で
情
報
が
錯
そ
う
し
安
否

確
認
等
も
困
難
を
極
め
た
。
災
害

情
報
等
を
い
か
に
正
確
、
迅
速
に

伝
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

で
情
報
伝
達
・
発
信
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
・
導
入
す
る
考
え
は
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
平
時
の
活
用
を

含
め
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
普
及

の
第
一
歩
と
な
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
学
校
等
を
中
心

に
防
犯
情
報
等
を
発
信
す
る
シ
ス

テ
ム
等
を
構
築
、
検
証
し
自
治
会

等
へ
展
開
、
連
携
を
図
る
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

都
市
部
の
大
災

害
発
生
時
に
は
、
通
信
規
制
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
を
使
っ
た
情
報
発
信
方

法
は
、
今
後
、
検
討
課
題
と
し
て

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

学
校
を
中
心
と

し
た
防
災
・
防
犯
の
情
報
発
信
の

シ
ス
テ
ム
は
、
先
進
事
例
を
検
討

・
研
究
し
、
関
係
課
と
調
整
し
て

い
き
た
い
。

稲
津　

憲
護
議
員　

平
成
16
年
12

月
１
日
に
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
が
成
立
し
、
被
害
者
と
そ
の
家

族
、
遺
族
の
権
利
が
よ
う
や
く
日

本
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利

を
明
確
に
し
、
そ
の
支
援
を
国
と

地
方
公
共
団
体
、
国
民
の
責
務
と

し
た
点
は
、
画
期
的
と
言
え
る
。

　

法
の
成
立
に
よ
っ
て
、
今
後
、

他
の
自
治
体
で
も
条
例
制
定
を
含

め
た
様
々
な
施
策
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
犯
罪
被
害
者
支
援
施

策
に
関
し
て
、
他
の
自
治
体
に
遅

れ
を
と
ら
な
い
よ
う
、
条
例
制
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

他
の
先
進
自
治

体
で
も
、
法
の
成
立
に
よ
り
条
例

の
改
正
を
検
討
す
る
と
の
情
報
も

あ
り
、
今
後
、
国
や
都
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
条
例
の
制
定
や
支
援

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
に
伴
う
公
金
管

理
に
つ
い
て

杉
村　

康
之
議
員　

教
育
を
考
え

る
と
き
、
﹁
家
庭
・
学
校
・
地
域

の
連
携
﹂、﹁
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
﹂と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
。

　

こ
れ
ら
に
お
い
て
、
大
切
な
こ

と
は
、
評
価
、
情
報
公
開
、
参
画

の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

評
価
は
、
か
な
り
取
組
が
な
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
情
報
公
開
、

参
画
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
参
画
に
つ
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
も
視
野
に

入
れ
て
の
﹁
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
﹂
を
関
係
者
と
地
域
住
民
も
交

え
、
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
る

考
え
が
あ
る
か
。

学
校
教
育
部
長　

教
育
活
動
を
広

く
公
開
し
、
保
護
者
や
地
域
社
会

と
連
携
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

﹁
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
﹂に
つ

い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
と
連
携

を
図
り
、
保
護
者
や
地
域
住
民
と

意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
協
議
会

等
の
場
の
設
定
を
検
討
し
て
い
く
。

　

現
行
の
中
学
校
歴
史
教
科
書
に
つ
い

て

土
方　

康
平
議
員　

四
谷
、
日
新

町
、
住
吉
町
三
丁
目
地
内
の
１
８

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
昭
和
40
年
に

区
画
整
理
事
業
区
域
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
、
一
部
に
お
い
て
は
、

区
画
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
区
域
全
体
を
見
る
と
、
ほ
と

ん
ど
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
区
画
整
理
事
業
の
実

現
に
向
け
、
な
ぜ
、
事
業
化
で
き

な
い
の
か
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

都
市
建
設
部
長　

西
部
地
区
の
土

地
区
画
整
理
区
域
は
、
既
に
道
路
、

公
園
な
ど
の
整
備
が
進
み
、
公
共

施
設
は
、
一
定
の
充
足
度
に
達
し

て
い
る
と
考
え
る
。　
　

　

ま
た
、
一
方
で
は
、
地
権
者
は
、

土
地
を
減
ら
し
て
ま
で
も
、
宅
地

の
利
用
増
進
を
図
る
考
え
は
な
く
、

地
権
者
の
合
意
形
成
を
築
く
に
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
困
難
な
状
況
に
あ

る
。

　

今
後
、
地
域
住
民
に
お
い
て
、

事
業
化
の
気
運
が
あ
れ
ば
、
技
術

的
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

村
崎　

啓
二
議
員　

平
成
16
年
12

月
か
ら
景
観
法
が
施
行
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
民
参
画
を
更

に
推
進
し
、
ま
た
、
景
観
不
適
合

建
築
物
に
対
し
て
市
長
が
変
更
命

令
を
出
せ
る
条
文
を
設
け
る
な
ど
、

市
の
景
観
行
政
の
推
進
に
対
し
大

き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
景
観
法
施
行
に
伴
う

市
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
馬
場
大
門
け
や
き
並
木

に
面
す
る
旧
住
友
銀
行
跡
地
に
、

高
さ
50
ｍ
を
超
す
温
泉
ビ
ル
の
建

築
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、

景
観
配
慮
等
の
指
導
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

都
市
建
設
部
長　

今
後
は
、
施
行

令
の
施
行
を
待
ち
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
た
条
例
改
正
を
視
野
に
入

れ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

温
泉
ビ
ル
の
建
築
に
つ
い
て
は
、

周
辺
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
す
る

よ
う
助
言
し
、
協
力
要
請
を
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

検
診
車
に
よ
る
検
診
環
境
の
改
善
に

つ
い
て
●
﹁
三
位
一
体
改
革
の
全
体
像
﹂

の
府
中
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

▲おいしい給食（是政保育園）

▲楽しい散歩道（西府町湧水付近）

遠
田　

宗
雄
議
員　

市
で
は
、
水

と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
推

進
し
て
い
る

が
、
よ
り
多

く
の
人
に
本

市
の
新
た
な

発
見
を
し
て

も
ら
う
た
め

に
も
、
更
な

る
緑
道
の
整

備
が
不
可
欠

と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、

府
中
本
町
駅

か
ら
郷
土
の

森
等
へ
の
観
光
案
内
板
を
は
じ
め

と
し
た
更
な
る
案
内
板
整
備
や
府

中
崖
線
、
下
河
原
緑
道
等
へ
の
公

衆
ト
イ
レ
新
設
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
西
府
町
の
湧
水
の
場
所

の
階
段
整
備
や
自
転
車
用
の
ス
ロ

ー
プ
も
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

案
内
板
整
備
等

は
、
郷
土
の
森
や
健
康
セ
ン
タ
ー

周
辺
整
備
の
基
本
計
画
を
協
議
会

で
検
討
し
て
お
り
、
同
意
見
も
あ

る
の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ト
イ
レ
は
、
近
隣
住
民
の
協
力

等
を
得
な
が
ら
用
地
確
保
を
検
討

し
、
新
設
が
難
し
い
場
合
は
、
標

識
等
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

　

階
段
整
備
は
、
新
駅
設
置
等
に

よ
る
利
用
者
増
も
予
想
さ
れ
る
の

で
、
ス
ロ
ー
プ
と
あ
わ
せ
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

平
和
島
競
走
事
業
の
普
及
・
啓
蒙
活

動
に
つ
い
て

ゆ
う

も
う
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一般質問3

私立保育園への振興費補助

　　増 額 す る 考 え は

財政的な支援も含め

　　検討していきたい

西部地区区画整理事業

なぜ、事業化できないか

既に道路等の整備が進み

　一定の充足度にあるため

府中崖線や下河原緑道等に

　　公衆トイレ新設の考えは

がい

近隣住民の協力等を得ながら

　　用地確保を検討していく

携帯電話のメールで災害情報等を

　　伝達するシステムの導入は

今後の検討課題として

　　調査・研究していきたい

景

観

法

の

施

行

　

　

市　

の　

取　

組　

は

必
要
に
応
じ
た
条
例
改
正
に

　
　

取

り

組

ん

で

い

き

た

い

国
や
都
の
動
向
を
見
な
が
ら

　

　

準

備

を

進

め

た

い

犯

罪

被

害

者

支

援

　

　

条

例

制

定

の

考

え

は

他

他

他

他

他


